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こ
の
度
紫
竹
山
コ
ミ

協
視
察
団
一
行
は
石
巻

市
を
メ
イ
ン
に
被
災
地

を
訪
問
し
、
そ
の
災
害

の
規
模
の
大
き
さ
に
驚

愕
し
た
次
第
で
す
。

　
“
石
巻
学
び
の
ガ
イ

ド
”
が
我
々
の
バ
ス
に
同
乗
し
、
一
時
間
余

に
わ
た
り
被
災
地
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
世
紀
最
大
と
い
わ
れ
る
大
津
波
の
被
害
に

関
し
て
は
、
言
語
を
絶
す
る
程
の
規
模
で
、

想
像
を
は
る
か
に
越
え
た
こ
と
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
し
か
し
五
年
半
を
経
過
し
た
現

状
で
は
、
徐
々
に
復
興
し
つ
つ
あ
る
も
、
市

民
の
生
活
は
ま
だ
安
心
出
来
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
市
が
一
丸
と
な
っ
て
一

日
も
早
く
安
心
・
安
全
な
生
活
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

我
々
紫
竹
山
コ
ミ
協
傘
下
の
12
自
治
会
も

早
急
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
災
害

時
に
は
住
民
の
協
力
体
制
の
も
と
、
自
主
的

な
防
災
活
動
を
行
え
る
様
に
、
又
被
害
の
防

止
お
よ
び
軽
減
を
図
る
こ
と
が
、
必
要
な
事

と
思
い
ま
す
。

　

地
震
・
水
害
・
風
雪
・
火
災
な
ど
の
災
害

は
、
い
つ
や
っ
て
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
早
急
に
各
自
治
会
が
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

副
会
長
あ
い
さ
つ

東
日
本
大
震
災
の
現
況
を
視
察
し
て

紫
竹
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長　
　
　
　

阿
部　

篤
義

視
察
旅
行
団
長

　

米
山
４
丁
目
防
火
協
会
（
米
山
第
四
自
治

会
）
は
、
火
災
予
防
運
動
に
努
力
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
駅
南
コ
ミ
セ
ン
に
、
石
塚
中
央

区
長
様
、
長
浜
課
長
様
（
中
央
区
地
域
課
）、

宮
島
主
幹
様
（
総
務
課
安
心
安
全
係
）、
真

島
主
査
様
（
地
域
課
）
の
４
名
を
お
迎
え
し
、

区
長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
塚
区
長
の
お
話

中
央
区
役
所
の
移
転
に
関
す
る
報
告

　

中
央
区
役
所
は
、
市
役
所
本
館
１
〜
２
階
、

分
館
、
白
山
浦
庁
舎
に
分
か
れ
て
使
用
し
て

い
る
。
白
山
浦
庁
舎
、
分
館
等
の
老
朽
化
に

伴
い
、
ま
た
新
し
い
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。
古
町
地
区
の
中
心
市
街
地
は
、
大

和
デ
パ
ー
ト
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

21
）
の
撤
退
、
北
光
社
が
閉
ま
り
、
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
中
央
区

役
所
を
含
め
、
行
政
機
能
の
課
題
も
あ
り
、

古
町
地
区
再
開
発
ビ
ル
を
想
定
し
て
、
い
ろ
い

ろ
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
再
開

発
ビ
ル
に
関
し
て
は
１
、２
階
は
既
に
利
用
が

決
ま
っ
て
お
り
、
行
政
機
能
が
入
る
と
し
て
も

３
階
か
ら
上
に
な
り
そ
う
だ
。
窓
口
を
３
階

か
ら
上
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
し
た
も
の

か
。
こ
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
（
ラ
フ
ォ
ー

レ
原
宿
が
撤
退
後
）
の
新
し
い
所
有
者
か
ら

是
非
行
政
機
能
を
ど
う
か
と
い
う
話
も
あ
り
、

大
和
再
開
発
ビ
ル
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
も
想
定
し

な
が
ら
、
行
政
機
能
の
移
転
を
考
え
よ
う
と

の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
為
に
は
、
大
和
跡

地
の
再
開
発
ビ
ル
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
、
西
堀
ロ
ー

サ
と
幅
広
い
対
応
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
行
政
機
能
が
行
っ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
全
て
が
解
決
す
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
商
店
街
の
皆
様
の
ご
努
力
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
を
総
合
的

に
考
え
併
せ
て
、
行
政
機
能
移
転
に
関
し
て

は
、
中
央
区
役
所
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
低
層

階
に
、
他
の
白
山
浦
庁
舎
機
能
は
、
再
開
発

ビ
ル
へ
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。
７
月
の
初

め
、
市
議
会
に
お
諮
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
全
庁
管
理
担
当
部
署
が
中
心
に

な
っ
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
ビ
ル
へ
の
入
居
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

中
央
区
役
所
と
し
て
は
、
移
転
に
よ
り
、
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

市
街
地
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
検
討

の
内
容
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
議
会
に
お
諮

り
し
て
行
き
ま
す
。
お
金
も
か
か
る
こ
と
で

す
か
ら
、
予
算
を
組
み
な
が
ら
進
め
て
行
く

事
に
な
り
ま
す
が
、
自
治
協
、
コ
ミ
協
の
皆

様
に
も
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

続
き
は
２
頁
に

7/8
米
山
第
四
防
火
協
会
優
良
表
彰

中
央
区
区
長
懇
談
会
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区
長
懇
談
会（
続
き
）

各
参
加
者
の
質
問
・
提
案

テーマ 現状と問題点・要望・提案 中央区の回答

事　

前　

質　

問

１

米山第４自治会
自治会内に、ニワトリを飼育している家
があり、環境上非常に迷惑している。行
政に対して再三善処してくれるよう、関
係部署にお願いして２年近くなるが、一
向に解決できない。悪臭や蝿の多発、カ
ラスや雀の糞害などに地域住民は困って
いる。

関連部署が集まって対策を話し合ったが、本人が
聞く耳を持たない。また、法律違反をしている訳
ではないので、打つ手がない。はみ出した木を切
ることも、薬剤散布にも本人の了承を得ないとで
きない。市民生活課も対応ができない状態です。
引き続き、時間を掛けて説得するような対応しか
ない。警察、市、自治会３者で話し合うことも必要。

２

米山第６自治会
笹出線街路灯設置不許可について、次の
事柄を教えて欲しい。
不許可理由は、当該道路の交通量（車輌）
が基準に達していないとの事であるが、
①基準数値、②調査結果、③設置に向け
た方策、④自治会、コミ協としてどのよ
うな事を行えばよいか。

（社）日本道路照明が全国的に基準を出している。
新潟市もこの基準に従って、優先順位で設置して
いる。①車の交通量 25,000 台／日、②平成 27 年
度調査 16,450 台／日、③／④新潟駅の高架工事に
より笹出線の交通量も増える期待もあり、その推
移を見守っていきたい。
交差点照明は、優先順位で順次設置している。防
犯灯については、自治会の設置要望により、地域
課で助成しているので、相談してほしい。当面、
これにより設置していくしかないと考えている。

３

鐙西第１自治会
防災組織立ち上げに向けて、緊急の避難
場所が問題となっている。
①最近大雨により洪水注意報が多く発令
されているが、その都度心配になる。信
濃川、特に阿賀野川の堤防が決壊した場
合、駅南地区はどのようになるのか教え
て欲しい。場合によっては大多数の会員
が指定された避難場所へ行く事になると
思うが収容人数は大丈夫なのだろうか。
②大地震による津波襲来等で緊急避難が
必要になった場合、避難場所（紫竹山小
学校）まで 10 〜 20 分かかる。近くに高
い建物が無い。県の施設（テクノスクール）
は近くにあるが、この施設が緊急の一時
避難場所として使えるように県に働きか
けてほしい。

①津波、水害（内水・外水氾濫）に関するハザー
ドマップは、現時点のものをお渡しする。⇒各自
治会長様へは、コピーしたものをファイリングし
て配布しました。（9月中旬）
　全ての住民を収容する事は、収容人数から難し
い。全ての住民が避難する訳ではないと思うので、
自宅で生活する方々は、日頃から備蓄も考えなけ
ればならない。
②テクノスクール、県立高校も含め、今後とも話
し合っていく。

自主防災組織の初期組織化助成は、組織率もかな
り上がったので、来年度無くなる可能性もある。
今年度が設置のチャンスかもしれない。今後は、
防災訓練や資機材助成にシフトしていく。

４

駅南ハイツ自治会（米山３丁目）
当マンションでは、災害時要援護者を始
め、高齢者の独り住まい世帯が増えてき
ている。マンションは戸建てと違い密室
であるため、部屋の中からブザーや笛く
らいの音では外に聞こえない。体の具合
が悪くなる等電話もできない非常事態時
に、周りの居住者に伝える伝達道具・機
器のレンタルの助成を市として可能か。

ブザーや笛を配布する補助は、要援護者等に配る
ことにより顔つなぎになるとの方針で行ってい
る。しかし、マンションは難しい。
日頃から顔の見える関係作り、見守り活動等が大
事と思われる。
また、「高齢者安心連絡システム」（本体、無線携
帯端末、安否センサーのセットで委託事業として
実施中）と言う制度があり、利用可能の条件はあ
るが、今回のようなケースでも利用できるかもし
れない。担当部署：健康福祉課高齢介護係

そ
の
他

①北越高校付近歩道の傾斜是正、米山４
丁目付近歩道の整備について
②むらさき通りの防犯灯が樹木の繁茂に
より暗くなるので、伐採や防犯灯の再設
置について

①、②ともに個別案件については、個別に担当部署
に連絡するので、相談してほしい。

※何れの問題も、今後とも質問や要望を挙げて行くことが、地域の皆様の思いが強いという証明になります。

　紙面スペースにより、「現状と問題点・要望・提案」と「中央区の回答」に要約しております。
　微妙な差異が生じているかもしれません。お許しいただきたいと思います。
　尚、詳細について、ご興味のある方は、編集委員・中村（駅南コミセンまちづくりセンター：常駐ではありません）
にお問い合せください。
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小
雨
の
中
、石
巻
市
へ
の
研
修
視
察
旅
行
は
、

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
約
一時
間
半
程
、震
災

跡
地
を
見
学
し
て
、供
養
塔
に
お
参
り
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。当
時
の
生
々
し
い
様
子
を
聞
い
た

り
見
た
り
し
て
、私
達
が
考
え
ら
れ
な
い
様
な
恐

ろ
し
さ
を
、感
じ
ま
し
た
。塔
の
前
の
ポ
ー
ル
は
、

約
７ｍ
の
津
波
到
達
の
水
位
の
印
が
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。大
人
の
身
長
の
約
４
倍
の
津
波
が
押
し

寄
せ
た
と
の
事
。

　

そ
れ
が
現
在
で
は
日
本
で
有
数
な
巨
大
で
立

れ
た
そ
う
で
す
。

　

避
難
場
所
の
選
択
で
は
、
屋
上
に
逃
げ
る

か
？
小
高
い
丘
に
逃
げ
る
か
？
の
判
断
で
、
門

脇
小
学
校
は
、
後
者
の
「
小
高
い
丘
に
生
徒
を

誘
導
す
る
」
を
選
ん
だ
お
か
げ
で
、
生
徒
は
全

員
無
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
製
紙
石
巻
工
場
（
24
時
間
フ
ル

操
業
）
で
は
、「
全
員
避
難
せ
よ
！！
」
と
い
う

社
命
を
発
令
し
操
業
を
停
止
し
て
、
全
員
を
自

社
の
宿
舎
等
の
あ
る
丘
に
避
難
さ
せ
た
。
そ
の

お
か
げ
で
全
員
が
無
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
た

ま
た
ま
非
番
で
、
休
み
だ
っ
た
社
員
の
中
で
、

自
宅
が
津
波
に
襲
わ
れ
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
い

た
そ
う
で
す
）

　

災
害
発
生
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
石
巻
市

は
、
壊
れ
た
家
や
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
道

路
は
目
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
復
興
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

目
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
（
自
宅
に
戻
れ
な

い
人
、
公
営
住
宅
に

入
居
で
き
な
い
人
、

以
前
の
仕
事
に
戻
れ

な
い
人
な
ど
）
の
復

興
は
ま
だ
ま
だ
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　

紫
竹
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
の

「
震
災
復
興
の
石
巻
」
へ
の
研
修
視
察
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
1
9
6
4
年

の
新
潟
地
震
を
大
学
生
の
時
体
験
し
ま
し
た
。

今
回
、
石
巻
市
の
被
災
地
を
訪
れ
、
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
を
聞
き
、
災
害
発
生
時
の
い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
一
瞬
の
判
断
が
命
に
か

か
わ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
避
難
方
法
の
選
択
で
は
、
自

動
車
を
使
用
し
て
避
難
す
る
か
？
徒
歩
で
避
難

す
る
か
？
な
ど
の
判
断
が
命
を
左
右
す
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
石
巻
で
は
、
自
動
車
に
よ
る

避
難
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
た
め
に
、
大
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と

こ
ろ
に
、
津
波
が
押
し
寄
せ
多
く
の
命
が
奪
わ

　

ガ
イ
ド
の
方
が
「
高
い
防
潮
堤
が
出
来
れ
ば
そ

れ
は
確
か
に
守
り
に
は
な
る
が
、
同
時
に
津
波

を
平
地
か
ら
視
認
出
来
な
く
な
る
の
で
逃
げ
遅

れ
の
可
能
性
が
高
く
な
る
」と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

自
然
の
圧
倒
的
な
力
の
前
に
人
間
は
肉
体
的

に
無
防
備
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
生
き
延
び
る

た
め
に
過
去
の
教
訓
を
基
に
人
間
は
知
恵
を

絞
っ
て
き
た
の
だ
が
、
防
潮
堤
す
ら
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
な
備
え
と
は
言
え
な
い
と
い
う
話
に
防

災
減
災
の
難
し
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。

　

ま
ず
何
よ
り
基
本
に
立
ち
返
り
、「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
意
識
を
一
人
ひ
と
り
が
い
か

な
る
時
に
も
持
つ
こ

と
が
初
め
の
一
歩
、

と
の
思
い
を
今
回
の

研
修
で
新
た
に
し

た
。

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
改

め
て
心
よ
り
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

　

津
波
に
遭
っ
た
石
巻
の
現
場
は
、
元
は
住
宅

地
と
い
う
事
だ
っ
た
が
今
は
す
っ
か
り
広
い

原
っ
ぱ
に
な
っ
て
い
て
そ
の
面
影
は
全
く
な

か
っ
た
。

　
「
こ
の
高
さ
の
津
波
に
襲
わ
れ
た
ら
…
」
そ

の
場
を
襲
っ
た
津
波
（
約
７
ｍ
）
を
示
す
バ
ー

を
見
上
げ
て
、
絶
望
的
な
高
さ
に
そ
う
思
っ
た
。

人
は
疎
か
家
屋
を
も
す
っ
か
り
洗
い
流
す
津
波

の
猛
威
を
身
近
に
感
じ
、
恐
怖
の
あ
ま
り
手
に

汗
が
滲
ん
だ
。
そ
の
瞬
間
こ
こ
に
居
ら
れ
た
方

は
ひ
と
た
ま
り
も
無
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
生
き

残
る
た
め
の
術
も
も
は
や
無
か
っ
た
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
最
後
に
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
か
、
考
え

る
ほ
ど
心
が
痛
む
。

行
動
が
い
か
に
大
事
か
を
知
ら
さ
れ
、
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
る
の
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と
言
い
ま

す
が
、
昨
今
の
熊
本
地
震
、
日
本
列
島
に
上
陸

し
た
い
く
つ
も
の
台
風
被
害
等
々
、
自
然
災
害

は
地
域
防
災
を
考
え
る
上
で
、
い
か
に
し
て
安

心
安
全
な
地
域
を
作
り
上
げ
る
か
を
問
う
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
を
構
成
す
る
各
自
治
会
の
担
当
者
と
率
直

な
意
見
交
換
と
交
流
が
出
来
た
こ
と
は
、
同
じ

悩
み
を
持
つ
自
治
会
と
し
て
も
有
意
義
な
研
修

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、を
前
提
に
自
助
、

共
助
、
公
助
を
如
何

に
防
災
意
識
と
し
て

地
域
住
民
に
根
付
か

せ
る
か
日
頃
の
啓
蒙

活
動
に
努
め
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
地
域

防
災
を
組
織
と
し
て

立
ち
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
９
月
26
〜
27
日
紫
竹
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
構
成
す
る
自
治
会
役
員
、
防
災
担
当

者
等
に
よ
る
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
16

名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
当
地
域
の
防
災
組
織

立
ち
上
げ
に
参
考
に
し
よ
う
と
東
日
本
大
震
災

で
壊
滅
的
な
被
害
に
あ
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
へ

復
興
状
況
の
視
察
と
、
現
地
で
の
話
を
聞
く
為

に
被
災
地
へ
赴
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
震
災
の
一
年
前
に
三
陸
を
旅
し
、
海

岸
線
を
覆
う
美
し
い
松
並
木
、
過
去
の
津
波
災

害
を
教
訓
に
作
ら
れ
た
防
潮
堤
等
を
見
て
い
る

の
で
、
ま
さ
か
津
波
が
こ
の
防
潮
堤
を
乗
り
越

え
て
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
と
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
。
当
時
テ
レ
ビ
で
見
る
津
波
が
家
屋
や

車
を
押
し
流
す
光
景
は
、
Ｃ
Ｇ
映
画
の
一
場
面

の
よ
う
で
津
波
被
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た

も
の
で
す
。

　

研
修
先
で
は
、
石
巻
で
津
波
被
害
に
遭
わ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
当
時
の
住
宅
地
跡
を
回
り
、
被
災
状
況
を

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
説
明
が
な
け
れ
ば
た

だ
の
原
野
同
然
で
し
た
が
、
高
台
に
面
し
た
場

所
に
は
、
完
成
間
近
の
大
規
模
な
震
災
復
興
マ

ン
シ
ョ
ン
が
３
〜
４
棟
建
築
中
で
、
堤
防
の
内

側
は
一
般
の
住
宅
は
建
て
ら
れ
な
い
と
の
事
で
、

今
後
大
規
模
な
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
と
し
て
の
造

成
が
行
わ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

震
災
時
、
避
難
す
る
車
で
道
路
が
大
渋
滞
を

き
た
し
、
歩
い
て
避
難
す
る
人
が
大
渋
滞
の
車

の
人
に
「
津
波
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
の
で
車

か
ら
降
り
て
早
く
逃
げ
な
さ
い
」
と
呼
び
か
け

た
そ
う
で
す
が
、
誰
一
人
と
し
て
車
を
捨
て
て

逃
げ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
車
ご
と

流
さ
れ
て
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
そ
う
で
、

災
害
時
の
人
の
心
理
状
態
を
表
し
た
興
味
深
い

説
明
に
、
何
よ
り
も
第
一
に
自
分
の
命
を
守
る

米
山
第
五
自
治
会
長田

中　

駒
治

米
山
第
四
自
治
会

青
山　
　

齊

米
山
第
四
自
治
会

濱
田　

宏
幸

紫
竹
山
自
治
会
長　

野
澤　

正
信

コ
ミ
協
・
石
巻

防
災
研
修
視
察
旅
行
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１
．
被
災
地
に
つ
い
て
、
ま
ず
最
初
に
感
じ
た

こ
と
は
、
よ
く
こ
の
短
期
間
で
こ
れ
だ
け
の
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
対
し
、

そ
の
法
的
な
手
法
、
手
続
法
（
行
政
法
）
が
ど

の
よ
う
に
機
能
し
た
か
と
い
う
事
で
す
。

　

漁
港
付
近
（
被
害
が
最
も
甚
大
で
あ
っ
た
地

域
）
に
つ
い
て
は
、
土
地
境
界
等
が
1
0
0
％

近
く
亡
失
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
商
業
施

設
が
設
置
さ
れ
機
能
し
て
い
る
事
実
で
す
。

　

市
役
所
等
の
行
政
設
備
が
津
波
に
破
壊
さ

れ
、
戸
籍
・
財
務
諸
表
そ
の
他
個
人
に
対
す
る

身
分
証
明
等
（
個
人
情
報
）
が
消
失
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
恒
久
的
な
設
備
が
建
設
中
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
既
成
事
実
に
つ
い
て
、
民
間

金
融
機
関
・
国
家
的
支
援
機
構
が
ど
の
よ
う
に

援
助
し
個
人
的
債
務
を
整
理
し
た
か
興
味
を
そ

そ
ら
れ
ま
す
。

　

復
興
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
神
戸
の
震
災

を
教
訓
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
国

家
的
支
援
機
構
（
財
政
面
）
と
民
間
金
融
機
関

と
の
協
調
が
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
、
日
銀
の
緩
和

政
策
（
マ
イ
ナ
ス
金
利
）
が
大
き
く
関
与
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
地
元
の
金
融

機
関
の
営
業
を
圧
迫
す
る
政
策
は
、
な
る
べ
く

回
避
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
．
８
月
４
日
の
中
央
区
長
と
の
懇
談
会
に
お

い
て
、
様
々
な
質
疑
に
つ
い
て
新
潟
市
関
係
職

員
を
含
め
協
議
い
た
し
ま
し
た
が
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
等
防
災
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
の
だ
と
い
う
認
識
を
私
た
ち
は

持
ち
ま
し
た
。
当
然
、
私
共
も
学
習
し
、
各
区

地
域
住
民
と
の
認
識
の
共
有
・
融
和
を
持
っ
て

防
災
設
備
等
の
設
置
を
進
め
て
い
こ
う
と
深
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

上
記
１
．
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
述
べ
ま
し

た
が
、
当
該
行
政
機
関
（
新
潟
市
）
の
都
市
計

画
整
備
と
連
動
し
た
防
災
計
画
が
私
は
理
想
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
専

門
の
処
理
機
関
（
基
幹
事
務
）
の
設
置
が
、
不

可
欠
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
石
巻
と
の
、

参
加
し
て
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
新
聞
報
道
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
た
く
さ
ん
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
津
波
に
関
し
て
は
と
言
う
と
、
新
潟
の
地

形
特
に
駅
南
地
区
か
ら
考
え
る
と
、
も
う
ひ
と

つ
も
ふ
た
つ
も
ピ
ン
と
来
る
も
の
が
無
か
っ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
の
研
修
で
、
石
巻
の
中
心
街
か

ら
海
岸
方
面
へ
向
け
て
の
視
察
で
、
い
ろ
ん
な

事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
停
電
に
な
っ
た
場
合
、
情
報
を
得
る
手

段
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
従
来
予
定
し
て

い
る
演
習
な
ど
は
、
き
っ
と
予
定
通
り
う
ま
く

い
か
な
い
だ
ろ
う
と
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
。
石
巻
市
の
街
の
中
心
部
の
混
乱

ぶ
り
が
総
て
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
ガ
イ
ド
の
方
の
実
体
験
談
が
一
番
震
災

の
怖
さ
を
痛
感
し

た
次
第
。
も
う
少

し
聞
き
た
か
っ
た

か
な
。

　

企
画
を
し
た
皆

様
に
感
謝
を
し

て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
行
く
と
し
た

ら
、
即
当
日
仙
台
・

松
島
ま
で
行
き
た

い
で
す
ね
。

　

あ
の
い
ま
わ
し
い
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
余
り
。
以
前
か
ら
被
災
し
た
地
域
に
行
っ
て
、

こ
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
紫
竹
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
企
画
に

１
．
震
災
復
興
の
石
巻
と
松
島
海
岸
の
現
状

２
．
新
潟
市
の
災
害
防
備
の
現
状
と
、
震
災
復

興
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
態
と
そ
の
方
法
の

比
較

３
．
本
視
察
旅
行
に
つ
い
て
の
、
私
的
な
考
察

と
所
見

　

上
記
に
つ
い
て
、
確
認
成
果
・
感
想
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
。
こ
の
視
察
旅
行
を
計
画
実
行
さ
れ
た
紫
竹

山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
は
じ
め
役

員
の
皆
さ
ん
に
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
東
北
大
震
災
後
の
５
カ
月
目
の
８
月
に

仙
台
、
松
島
、
石
巻
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
小
学
生
の
多
く
が
犠
牲
に
な
っ
た
大
川

小
学
校
に
も
行
き
ま
し
た
。
直
ぐ
近
く
に
山
が

あ
る
の
に
何
故
山
に
逃
げ
な
か
っ
た
の
か
等
の

疑
問
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
視
察
旅
行
で
、
石
巻
の
特
に
津
波
の

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
区
を
見
学
し
ま
し
た

が
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
家

も
会
社
も
津
波
に
流
さ
れ
、
町
が
無
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
再
建
に
頑
張
っ
て
い
る

が
、
復
興
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
潟
市
も
昭
和
39
年
の
大
地
震
か
ら
50
年
が

経
過
し
、
当
時
の
恐
怖
を
忘
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
半
分
以
上
の
人
が
新
潟
地
震
後
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。
普
段
か
ら
避
難
訓
練
な
ど
を
実

施
し
て
、
何
処
に
ど
う
や
っ
て
避
難
し
た
ら
よ
い

か
の
訓
練
を
行
う
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
供
、
老
人
等
の

援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
避
難
を
ど
う
支

援
す
る
か
も
大
切
で

す
。
知
識
を
得
て
普

段
か
ら
訓
練
す
れ

ば
、
地
震
と
津
波
の

人
的
な
被
害
を
か
な

り
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
の
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
限
り
、
6.9
ｍ
の

津
波
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
実
感
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
瞬
の
判
断
が
生
死
の
分
か
れ

目
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
新
潟
地
震
の
時
津
波

も
体
験
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
で
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
話
で
は
、
海
と
道
路

が
並
行
に
有
り
、
そ
の
道
路
を
車
で
走
行
中
に

津
波
に
遭
遇
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
渋
滞
で
動
か

な
い
の
で
車
を
置
い
て
逃
げ
た
そ
う
で
す
。

　

道
路
も
良
く
な
り
防
潮
堤
も
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
大
丈
夫
な

の
か
、
年
数
が
た
て
ば

こ
れ
だ
け
の
津
波
が
来

た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
は
。
命
を
守
る

に
は
高
台
に
行
け
る
広

く
て
ま
っ
す
ぐ
な
道
路

が
何
本
も
有
れ
ば
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　

東
北
大
震
災
か
ら
５
年
半
を
経
過
し
被
災
地

の
現
状
を
視
察
で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

米
山
第
六
自
治
会

北
村　

和
也

米
山
第
六
自
治
会

児
島　
　

優

米
山
第
五
自
治
会

安
倍　
　

哲

米
山
第
六
自
治
会

吉
田　

正
和

派
な
建
物（
魚
市
場
）、ま
た
、火
の
見
櫓
の
様
な

高
い
避
難
塔
が
数
箇
所
あ
り
、最
上
階
に
は
非
常

食
や
寝
具
等
が
置
か
れ
て
い
る
と
の
事
。

　

ま
だ
５
年
半
し
か
経
っ
て
な
い
の
に
、こ
の
復
興

の
速
さ
に
は
驚
き
ま
し

た
。石
巻
市
街
の
爪
跡

は
、ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
びっ
く
り
で
し
た
。

　

日
頃
か
ら
の
災
害
へ

の
備
え
と
、自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う

こ
と
が
、一
番
大
切
な
こ

と
と
痛
感
し
ま
し
た
。

石巻供養塔津波到達の高さモニュメント（6.9m）

復興住宅（左）と廃校となった小学校（右）

整備中の防波堤
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現
状
比
較
を
考
察
す
れ
ば
、
私
共
は
も
う
少
し

危
機
感
を
持
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

３
．
本
視
察
旅
行
に
つ
い
て
は
、
各
区
の
防
災

認
識
の
共
有
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
財
・
各
地
区
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
視
察
は
、
私
に
と
っ
て
勉
強
と

な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
今
ま
で

全
く
お
付
き
合
い
が
無
か
っ
た
方
々
と
情
報
交

換
が
で
き
た
事
も
、
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
私
自
身
健
全
な
自
覚
を
も
っ
て
お
付
き

合
い
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
30
日
（
日
）
紫
竹
山
小
学
校
に
て
、
紫

竹
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
晴
れ
て
、
放
射
冷
却
で
少
し
寒
い
状

態
で
し
た
。
参
加
者
は
、
役
員
を
含
め
、
73
名

で
し
た
。
想
定
人
数
よ
り
、
少
な
い
状
態
で
し

た
。

　

各
家
庭
よ
り
避
難
所
で
あ
る
紫
竹
山
小
学
校

に
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
移
動
時
間
を
計
測
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
付
後
に
、
石
口
会
長
の
あ
い
さ
つ
及
び

中
央
消
防
署
駅
南
派
出
所
大
島
さ
ん
以
下
４
名

の
職
員
の
自
己
紹
介
、
本
日
の
訓
練
内
容
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
消
火
器
操
作
、
通
報
訓
練
、

「
地
震
火
災
か
ら
命
を
守
る
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
短
縮
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
視
聴
し
、
消
防
署
か
ら
の
説
明
を
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
よ
り
自

助
（
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
）
に
関
す
る
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
日
の
評
価
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
抽
選
で
24

名
に
防
災
関
連
用
品
（
ア
ル
ミ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
１

個
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
１
食
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
体
育
館
が
寒
か
っ
た
と
の

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
椅
子
が

欲
し
か
っ
た
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
防

災
訓
練
は
、
実
施
に
被
災
時
に
避
難
場
所
で
あ

る
紫
竹
山
小
学
校
で
の
避
難
生
活
を
想
定
体
験

す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
寒
さ
や
床
の

固
さ
も
経
験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
各
人

で
自
分
の
為
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
擬
似
体
験
）
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
災
害
は
、
天
候
が
よ
い
時
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
い
時
（
真
冬
）、
暑
い
時

（
真
夏
）、
暗
い
時
（
夜
中
）、
明
る
い
時
（
日
中
）

さ
ま
ざ
ま
に
災
害
は
発
生
し
ま
す
。
寒
さ
、
暑

さ
の
感
覚
は
、
人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
為
、
家
族
の
為
に
、
何
が
必
要

か
を
想
定
し
、
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
前
も
っ
て
考
え
る
、

準
備
す
る
こ
と
が
、
防
災
で
す
。
行
政
が
や
っ

て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
現
代
、
自
分
に
何
が

必
要
か
を
判
断
し
、
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
被
災
地
に
行
く
の
は
、
会
津
や
郡

山
ま
で
で
、
今
回
津
波
被
害
が
大
き
く
あ
っ
た

石
巻
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
復
興
状
況

を
直
接
目
に
す
る
こ
と
、
地
域
の
ガ
イ
ト
さ
ん

か
ら
生
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
紫
竹
山
コ
ミ
協
の

防
災
を
直
接
的
に
担
う
方
々
と
ご
一
緒
で
来
た

こ
と
も
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
コ
ミ
協
の
防
災
に
関
し
て
の
意
識
は
、
中

央
区
コ
ミ
協
の
中
で
は
、
遅
れ
て
い
る
一
つ
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
地
域
を
考
え
る
こ
と

が
芽
生
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

石
巻
の
駅
前
・
観
光
物
産
情
報
セ
ン
タ
ー
で

お
土
産
を
買
い
、
多
少
な
り
と
も
復
興
に
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は

り
東
北
の
被
災
地
を
忘
れ
な
い
と
言
う
こ
と

は
、
必
ず
し
も
訪
問
す
る
事
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
最
近
、
買
っ
て
き
た
土
産
の
一
部

で
す
が
、
ネ
ッ
ト
で
追
加
注
文
し
て
購
入
し
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
形
の
復
興
支
援
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
と
し

て
は
、
大
川
小
学
校

跡
地
と
雄
勝
の
硯
を

見
に
行
き
た
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
来
春
に
自

分
で
行
く
し
か
な
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
を
夢
見
て
、

地
域
で
積
極
的
に
活

動
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
る
。
し
か
し
震
度
５
以
上
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
は
自
動
的
に
ド
ア
が
開
く
と
の

事
。
新
潟
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場

所
に
も
、
こ
の
様
な
ド
ア
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

防
災
防
犯
部
会
長（
米
山
３
丁
目
マ
ン
シ
ョン
）

中
村　

昌
雄

鐙
西
第
一
自
治
会
長長

谷
川　

潔

○
多
く
の
津
波
避
難
ビ
ル
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
何
ヵ
所
か
建
設

さ
れ
て
い
た
。
私
達
の
駅
南
地
区
に
は
高
台
も

高
い
ビ
ル
も
近
く
に
無
い
。
津
波
が
来
た
場
合

ど
こ
へ
逃
げ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。
駅
南
に
も

こ
の
様
な
避
難
タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
て
い
た
ら

住
民
の
安
心
度
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

○
避
難
所
で
の
食
事
の
様
子
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
防
災

グ
ッ
ズ
を
備
え
て
置
く
事
の
大
切
さ
を
強
く
感

じ
た
。
少
な
く
と
も
３
日
分
の
水
・
食
料
は
、

各
人
が
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
事
。

被
災
地
で
は
、
そ
の
後
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
各
避
難
所
へ
集
ま
り
炊
き
出
し
等
を
行
っ

て
く
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

○
津
波
避
難
タ

ワ
ー
は
鉄
骨
組

み
で
常
に
解
錠

さ
れ
て
い
る
が
、

津
波
避
難
ビ
ル

に
指
定
さ
れ
て

い
る
公
共
或
い

は
企
業
の
建
物

は
常
に
施
錠
さ

部
会
長　

中
村　

昌
雄

防
災
訓
練

10/30

津波被害者慰霊の場

倉庫に付けられた津波避難階段
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11
月
22
日
朝
6
時
頃
に
福
島
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
津
波
が
福
島
、
宮

城
ま
で
の
警
戒
警
報
が
出
さ
れ
た
。
被
災
地
の

皆
様
の
ご
無
事
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　　

会
員
に
紹
介
し
た
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
編
集
部
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

祭
り
の
郷
愁
を
感
じ
て
も
ら
い
、
彼
ら
が
大

人
に
な
っ
て
自
分
た
ち
の
子
供
に
話
し
て
も

ら
い
、
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
手
作
り
祭

り
で
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

�

（
会
報
「
む
ら
さ
き
」
６
号
よ
り
続
く
）

　

昭
和
50
年
代
に
な
る
と
、
地
域
の
青
年
達

も
結
婚
し
、
子
供
た
ち
が
成
長
し
て
く
る
と
、

青
年
部
が
出
来
、
自
分
た
ち
が
味
わ
っ
た
祭

り
の
雰
囲
気
と
楽
し
さ
を
子
供
た
ち
に
感
じ

て
も
ら
い
た
く
な
り
、
手
造
り
祭
り
の
先
駆

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

宵
宮
の
朝
か
ら
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
パ
イ
プ
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
る
作
業

を
し
、
夜
店
の
準
備
に
忙
し
く
作
業
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
ま
た
子
供
会
の
お
母
さ
ん

方
も
子
供
達
と
一
緒
に
灯
篭
作
り
を
手
伝
っ

た
り
、
神
輿
の
準
備
や
ゲ
ー
ム
の
準
備
に
奮

闘
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
神
輿
も
交
通
量

も
少
な
か
っ
た
の
で
村
道
を
練
り
歩
く
と
沿

道
で
お
茶
や
お
菓
子
で
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
る

光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
方
も
現
在
は
青
年
部
と
は
言
い

難
い
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
焼
き

そ
ば
、
か
き
氷
、
わ
な
げ
、
ゲ
ー
ム
等
子
供

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
人
が
集
ま
り
、

楽
し
さ
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

祭
り
の
席
で
、
近
所
の
お
母
さ
ん
が
あ
の
こ

ろ
お
神
輿
を
担
ぎ
毎
年
祭
り
に
参
加
し
て
い

た
子
供
た
ち
が
、
今
は
就
職
し
た
り
し
て
い

ま
す
と
お
話
を
聞
く
に
つ
け
、
心
の
片
隅
で

　

ど
う
し
た
ら
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
か
。
こ
の
命
題
に
、
小
学
生
・
幼
児
を
対
象
と

し
た
親
子
防
災
避
難
訓
練
を
行
う
事
に
。

　

各
地
区
よ
り
“
の
ぼ
り
旗
”
を
先
頭
に
会
場
へ
。

所
要
時
間
を
確
認
、
配
布
の
ゲ
ー
ム
券
に
記
入
。

  

防
災
士
講
話
に
続
き
、
親
子
消
火
放
水
訓
練
。

見
事
目
標
命
中
。
み
ん
な
名
人
だ
！！

　

最
後
に
景
品
が
も
ら
え
る
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
。
目

の
前
だ
が
こ
れ
が
な
か
な
か
入
ら
な
い
。

　

こ
の
日
一
日
は
「
親
子
ふ
れ
あ
い
防
災
訓
練
」

で
楽
し
く
終
了
し
た
。

よ
い
子
の
防
災
訓
練

『
何
分
で
避
難
所
に
行
け
る
か
な
？
』

米
山
第
六
自
治
会　

防
災
会
会
長

岡　

徳
太
郎

地
域
あ
れ
こ
れ

紫
竹
山
自
治
会
長　

野
澤　

正
信　

昔
の
思
い
出
と
地
域
の
変
遷
②

編
集
委
員　

 

中
村
昌
雄
、
清
治
の
り
子
、 

阿
部
敏
明
、
濱
田
宏
幸
、 

中
野
正
一
、
三
国
あ
つ
み 

の 

６
名
で
す
。 

（
10
月
１
日
時
点
）

編
集
後
記

　

今
年
の
健
康
福
祉
部
会
は
、
平
成
28
年
10
月

30
日
（
日
）
駅
南
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
に
て
、
地
域

在
住
の
方
々
の
健
康
増
進
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す

目
的
に
て
、長
瀬
圭
子
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
「
い

き
い
き
健
康
体
操
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
体
を
動
か
し
て
お
く
と
、
少
し
ず
つ

筋
肉
が
柔
ら
か
く
な
り
、
体
が
軽
く
な
り
動
き
や

す
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
普
段

の
可
動
域
よ
り
少
し
だ
け
、
筋
肉
＆
筋
を
伸
ば
す

こ
と
に
よ
り
無
理
な
く
体
が
柔
ら
か
く
な
る
と
の

こ
と
で
す
。
コ
ツ
は
、
無
理
な
く
ゆ
っ
く
り
、
痛
い

と
い
う
手
前
で
止
め
る
事
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
外
出
回
数
が
減

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
で
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
基
本
で

す
が
、
最
も
大
事
な
「
自
助
力
」
を
高
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
福
祉
部
会
で
は
、
今
後
も
地
域
福
祉
の

為
、
体
の
健
康
は
、
元
よ
り
、
心
の
健
康
に
関
す

る
事
な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
会

部
会
長　

丸
山　
　

保

健
康
教
室

10/30

現在の中央消防署駅南出張所付近
（写真提供　松尾　準 氏）

6


